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大連市政治・経済情勢週報（平成 29 年 10 月 26 日～11 月 1 日） 

在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所 

 

【政治】 

22 日：魏富海元大連市長、逝去 
 26日、大連人民政府元市長の魏富海氏が病気のため 10月 22日に大連にて逝去した。享年 88歳。

魏富海氏は 1930年 2月 6日に遼寧省大連市で生まれた。83年 3月に大連市党委副書記及び市長に

就任、95 年 4 月に中国国際信託投資公司副董事長に就任した。2000 年 6 月に退職。魏富海氏は第

6期及び第 7期の全国人民代表大会の代表を務めた。 

（26日付大連日報 08面） 

 

25 日：大連市政府第 15期第 81回常務会議が開催 
 25日、大連市政府第 15期第 81回常務会議が開催され、第 19回共産党大会の精神の学習・宣伝

を行い、関連議題が審議採択され、当面の関連業務に関する研究と指示がなされた。肖盛峰大連市

長が会議を主宰した。 

（26日付大連日報 08面） 

 

25 日：第 19 回党大会の大連市出席者が帰連 
 25日、大連市から第 19回党大会に出席していた譚作鈞大連市党委書記等は、大連に戻った。 

（26日付大連晩報 07面） 

 

30 日：大連市第 19 回共産党大会精神学習会議が開催 
 30日、大連市第 19回共産党大会精神学習会議が開催され、譚作鈞大連市党委書記が会議を主宰

し講話を行った。会議で譚書記は、習近平主席による新時代の中国の特色ある社会主義思想を手引

きとし、大連の「2 つの先区（産業構造最適化の先導区及び経済社会発展の先行区）」建設の新た

な道のりを力強く切り開いていこうと強調した。 

（31日付大連晩報 A2 面） 

 

31 日：大連市政府、党組織（拡大）会議を開催 
 31 日、大連市政府は党組織（拡大）会議を開催し、第 19 回共産党大会の精神を深く学習した。

肖盛峰大連市長が会議を主宰し講話を行い、社会主義現代化国家の全面的建設の新たな道程の最前

線を進み、勇敢に新時代の東北全面振興の先行者となろうと述べた。 

（1日付大連晩報 A2面） 

 

1 日：市党委常務委員会議開催 
 1 日、譚作鈞大連市党委書記主宰による大連市党委常務委員会議が開催され、第 19 回全国人民

代表大会の精神を伝達・学習した。 

（2日付半島晨報 A10面） 

 

【経済】 

26 日：肖盛峰市長、暖房供給準備工作を調査研究 
 26 日、肖盛峰大連市長は、冬季の暖房供給準備工作を調査研究すべく市の関連部門から状況を

聴取する等した際、暖房供給の安全、基準となる温度、省エネと環境保護を確保するよう指示した。 

（27日付大連日報 01面） 
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27 日：第 3回日本商品巡回展が開幕 
 27 日、大連市人民対外友好協会、西崗区政府共同主催、大連市中日経済合作交流協会、西崗区

商務局請負実施による第 3回日本商品巡回展がオリンピック広場にて開幕した。日中合同資本の企

業や対外貿易企業の他、日本レストランなど 110社が出展しており、日用品、健康食品や工芸品な

どが販売されている。同巡回展は 30日まで開催される。 

（28日付大連日報 06面） 

 

28 日：肖盛峰市長、大連市の重要インフラ建設工作を調査研究 
 28 日、肖盛峰大連市長は、大連市の重要インフラ建設プロジェクト工作を調査研究、建設関係

者の慰問を行った。 

（29日付大連日報 01面） 

 

28 日：大連北駅総合交通ターミナルプロジェクトの建設開始 
 28 日、大連北駅総合交通ターミナルプロジェクトの建設が開始した。大連市交通局によると、

同プロジェクトの投資総額は 16.8 億元にのぼり、主に長距離バスをはじめ、タクシー、港湾連絡

輸送、飛行機のチェックインや一般駐車場などの旅行サービス機能が一体となった総合交通ターミ

ナルが建設される予定である。 

（30日付大連日報 01面） 

 

31 日：譚作鈞書記、冬季暖房準備工作を点検 
 31 日、譚作鈞大連市党委書記は一部の暖房供給企業や住民コミュニティーを訪問し、大連市の

冬季暖房準備工作の状況を実地点検した。 

（1日付大連晩報 A2 面） 
 

【社会・文化】 

26 日：大連欧計設游艇製造有限公司董事長が大連市名誉市民を受章 
 26 日、肖盛峰大連市長は大連とフランスの交流発展の貢献を称え大連欧計設游艇製造有限公司

の董事長（Cornet=Stephan、フランス人）に大連市名誉市民の証書、バッジ及び友誼の証として「金

の鍵」を贈呈した。 

（27日付大連日報 01面） 

 

28 日：舞鶴市・大連市友好都市提携 35 周年記念展、舞鶴市にて開幕 
 28日、舞鶴市・大連市友好都市提携 35周年を記念して大連現代博物館所蔵刺繍展「繍色」が舞

鶴市市政記念館にて開幕された。今回は同博物館が所蔵する千点余りの作品の中から、118点が展

示されており、「少女」、「新婚」、「中年」、「晩年」という女性の生涯を段階的に表現した作品とな

っている。 

（30日付大連日報 01面） 

 

 

 

（注）10月26日～11月1日の大連日報、半島晨報、大連晩報、新商報の記事をもとに作成。 

 

 

 


